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11,11 ≦≦≦≦ qp  として、 ),(),,( 22 qqQppP とする。 
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aを固定したとき、b がとり得る範囲は、 p がとり得る範囲によって定まる。 
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これと 11,11 ≦≦≦≦ ap  より、 ap, の存在範囲は右図のようになる。 

これより 
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①の範囲で、 22)(2 aapb  の最大値、最小値を考える。 

 

b の最小値を与えるのはいずれの場合も ap  のときで、 2ab≧  

b の最大値を与えるのは、①の範囲の両端の値のうち、 ap  から遠い方であるから 
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以上により 
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図示すると右の通り。 

境界線を含む。 
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